
平成 22 年度　東京工業大学建築系同窓会　冬夏会主催講演会

主旨：
東京駅は 2003 年に国の重要文化財に指定され、現在その復元工事が進行中です。
そこに現代に建築の復元をすることの意味を問う建築史家平井聖氏の眼差、建築の
歴史についての多角的解説が展開します。今、私たちは未来へ何を伝えていけばよ
いのか、建築の担う役割を考える機会です。

平井 聖氏　プロフィール：
1952 年　　東京工業大学卒業
1974 年　　東京工業大学教授
1983 年　　東京工業大学工学部付属高校校長
1990 年　　東京工業大学定年退官、名誉教授
2003~7 年　昭和女子大学学長

日時：　平成 22 年 7 月 28 日　午後 3 時 30 分開演 場所：　東京工業大学緑が丘講義棟 M011
参加申込方法： 会員の方は名前・勤務先・卒業年、学生の方は名前・専攻・学年（研究室）を明記の上メールにて冬夏会事務局（toukakai@arch.titech.ac.jp）にお申し込みください。

復元するということ
─ 東京駅はそのまま復元してはいけません ─

　 　冬夏会会長　　平井 聖　　講演会


